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要 約 
強迫症 (obsessive- compulsive disorder: OCD) は，強迫観念と強迫行為を特徴とする精神疾患である。
本研究では，頻度や強度，苦痛度や制御困難性において，OCD 患者よりも軽度である健常者に見られる
強迫的な特徴を「強迫傾向」と定義した。そして，Wells (1997) の自己調節実行機能モデルに基づいた仮
説モデルを作成し，メタ認知が認知注意症候群 (cognitive attentional syndrome: CAS) を介して強迫傾
向に及ぼす影響を検討することを目的とした。メタ認知レベルの変数としてメタ認知的信念と Thought- 








Diagnostic and Statistical Manual of 
Mental disorder-5 (American Psychiatric 











健常者にも認められている(Rachman & de 































た。また，Wells (1997) も，OCD において侵
入思考に対する認知的ホ౯に注目し，自己調ᩚ





















(metacognitive therapy: MCT) では，この CAS
の状態から，思考から㊥㞳をとりෆ的ฟ᮶事に
気づいている「デ࢕タࢵࢳト・࣐࢖ࣥࢻࣇルࢿ




& Wells (2008) は，4 ྡの OCD 患者に対して，
MCT を用いた 12 ᅇのࢭࢵࢩࣙࣥを行った。そ
の結果，඲ての患者に対して強迫症状のపୗを
確認することができた。また，Wells (1997) は
OCD の S-REF モデルで，メタ認知的信念とし
て Thought- Action fusion (TAF) の概念をྲྀり
入れている。TAF は Rachman (1993) がᥦ᱌し
た概念であり，「ある行為について考えをもつこ
とは，その行為を行うことと同じである」とい
う思い㎸ࡳである。Rachman, Thor- darson, 































影響を及ぼし，この CAS をᵓ成する 3 つの変数
はそれࡒれ強迫傾向に᭷意なṇの影響を及ぼす。 





(Clark, Purdon, & Wang, 2003; Rachman, 




かにしており，Rassin, Diepstraten, Merckel- 
bach, & Muris (2001) は TAF と思考抑制に㛵
連があることを示している。また，OCD や強迫
傾向の認知的処⌮として，心配・侵入思考への
認知的対処・思考抑制はいࡎれも Wells (1997) 







れており (Rachman, 1998) ，侵入思考への認
知的対処は，ୗ఩因Ꮚによっては強迫症状と㛵
連があることが確認されている (௒஭，2006) 。 
ศᯒ 2 では，強迫傾向のྛ様ᘧに対する CAS
の影響を検討するため，心配，思考抑制，侵入









 2013 ᖺ 10 ᭶ୗ᪪から 12 ᭶上᪪にかけて，
㤳㒔ᅪの⚾立大学生 205 ྡを対㇟とし，㉁問⣬
調ᰝを実᪋した。グ入₃れがあったᅇ⟅➼は㝖
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の 5 因Ꮚにศかれており，30 㡯目 4 ௳ἲでᵓ成
されている。 









見㎸ࡳ」の 3 因Ꮚにศかれており，16 㡯目 5 ௳
ἲでᵓ成されている。 
3) 日本ㄒ∧ Penn State Worry Questionnaire 
(PSWQ; 本岡・松見・ᯘ，2009)   
心配をする頻度や強度を 定するᑻ度である。
本ᑻ度は༢因Ꮚのᑻ度であり，16 㡯目 5 ௳ἲで
ᵓ成されている。 









因Ꮚにศかれており，19 㡯目 4 ௳ἲでᵓ成され
ている。 
























␒ྕ: 2013-186) 。 
ศᯒ᪉ἲ 
 本研究においては，SPSS Statistics version 


















の認知的対処 (r=.32, p<.01) の間には，それࡒ
れの᭷意なṇの┦㛵が示された。また，TAF 
(TAFSྜィᚓⅬ) に㛵して，心配 (r=.31, p<.01)，
思考抑制(r=.23, p<.01)，侵入思考への認知的対
早 稲 田 大 学 臨 床 心 理 学 研 究　第14巻　第１号
―6―
処 (r=.29, p<.01)の間にもそれࡒれ᭷意なṇの













 ḟに，メタ認知が CAS を介して強迫傾向に及
ぼす影響を検討するために，ඹศᩓᵓ㐀ศᯒを
行った (Figure 2) 。ඹศᩓᵓ㐀ศᯒの結果から，
メタ認知的信念は，心配と思考抑制にṇの影響
を及ぼした (心配㸸β㸻.22, p<.01; 思考抑制㸸β
㸻.12, p<.001)。しかし，侵入思考への認知的対
処への影響は᭷意でなかった。また TAF は心配
(β㸻.12, p<.01) ，思考抑制 (β㸻.05, p<.01)，侵
























᭷意なṇの影響を示した (␲ᝨ㸸β㸻.43, p<.01; 
衝動㸸β㸻.32, p<.01; 確認㸸β㸻.39, p<.05; ở
ᰁ㸸β =.28, p<.01; ṇ確㸸β=.24, p<.01) 。 
また，思考抑制は，␲ᝨにのࡳ᭷意なṇの影
響を示した (β㸻.14, p<.01) ࠋ侵入思考への認
知的対処は，␲ᝨ，確認，ởᰁに᭷意なṇの影
響を示した (␲ᝨ㸸β㸻.21, p<.01; 確認㸸β㸻.15, 
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の認知的対処 (r=.32, p<.01) の間には，それࡒ
れの᭷意なṇの┦㛵が示された。また，TAF 




 心配 思考抑制 侵入思考への認知的対処
メタ認知的信念 .59** .53** .32**
TAF .31** .23** .29**
** p<.01






Table 2 分析1における各変数間の相関係数（CAS―強迫傾向） (N =177)
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傾向に影響を୚えることが確認された。さらに，

























␲ᝨ ⾪ື ☜認 ởᰁ ṇ☜
心配 .5㻤** .41** .44** .3㻢** .24**
思考抑制 .50** .35** .34** .30** .19*
侵入思考への認知的対処 .45** .23** .32** .37** .19*
** p<.01 * p<.05
Table 3 分析2における各変数間の相関係数（CAS―強迫傾向の各ᵝᘧ） (N =177)
 
心配 思考抑制 侵入思考への認知的対処
メタ認知的信念 .59** .53** .32**
TAF .31** .23** .29**
** p<.01
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Effects of Metacognition on Obsessive Compulsive Tendencies in 
University Students 
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Obsessive- Compulsive Disorder (OCD) is a psychiatric disorder that consists of two 
major symptoms: obsession and compulsion. In this study, “Obsessive Compulsive 
tendencies” refers to obsessive compulsive characteristics that is milder than OCD 
observed in non-clinical subjects. A hypothetical model of OCD was presented based on 
the self-regulatory executive function model by Wells (1997) to examine the effects of 
metacognition on Obsessive Compulsive tendencies using cognitive attentional 
syndrome (CAS). In terms of metacognition levels, the variables were metacognitive 
beliefs and Thought- Action Fusion (TAF) and for CAS, the variables were worry, 
thought suppression and cognitive coping with intrusive thoughts. As a result, the 
hypothetical model was partially supported, and it was suggested that each of CAS 
variables has different functions in the metacognitive model. 
 
Key Words: Obsessive Compulsive tendencies, metacognition, S-REF model, CAS 
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